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鳥取県内における道路の渋滞対策をより効率的に進めていくため、「鳥取県道路交
通渋滞対策部会」において、地域の「主要渋滞箇所」を平成２５年１月に特定し、総
合的な渋滞対策を実施しているところです。
このたび、「新しい生活様式を踏まえた今後の渋滞対策」などについて議論するた
め、下記のとおり「令和２年度 第２回鳥取県道路交通渋滞対策部会」を開催します
のでお知らせします。

※本資料は、鳥取河川国道事務所ホームページの「記者発表」ページでも公開しています。
鳥取河川国道事務所HPアドレス http://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/

鳥取県内の渋滞緩和に向けて！
～令和２年度 第２回鳥取県道路交通渋滞部会を開催します～

＜ 概 要 ＞
○日 時 令和３年３月１５日（月）１５：００～

○場 所 鳥取河川国道事務所 １階 第１会議室
（鳥取市田園町４丁目４００番地）

○委 員 別紙１のとおり

○議 事 １）渋滞部会の概要
２）主要渋滞箇所（一般道）のフォローアップ
３）新しい生活様式を踏まえた今後の渋滞対策

【取材について】

※部会は、報道関係者を対象に公開します（傍聴、取材可）。
なお、誠に恐縮ですが、カメラ撮影については冒頭から会長挨拶までとさせていただきます。
また、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から来場の際はマスクの着用をお願いします。

問い合わせ先

国土交通省中国地方整備局 鳥取河川国道事務所
す ず き あきら

副所長（道路） 鈴木 晃
たかいち やすひさ

【担当】計画課長 高市 康寿
ＴＥＬ ０８５７－２２－８４３５（代表）

対策前 対策後

Ｒ２年度対策実施事例（国道２９号安長交差点）

右折レーンの
延伸

右折レーンの延伸により、阻害を解消

右折レーンが短いため、右折車の滞留により
後続直進を阻害し渋滞発生。

【撮影日：R２．１１月】【撮影日：R２．３月】

至 国道９号至 国道９号

至 姫路至 姫路



所　属　名 役　職　名 備　考

国土交通省中国地方整備局

　企画部 広域計画課長

　道路部 道路計画課長

地域道路課長

交通対策課長

　鳥取河川国道事務所 所長 部会長

計画課長

道路管理第二課長

　倉吉河川国道事務所 所長

調査設計第二課長

道路管理課長

中国運輸局

　交通政策部 環境・物流課長

　鳥取運輸支局 首席運輸企画専門官

西日本高速道路株式会社

　中国支社 企画調整課長

鳥取県警察本部

　交通部 交通規制課長

交通指導課長

鳥取県

　県土整備部 道路企画課長 副部会長

道路建設課長

一般社団法人　鳥取県トラック協会 専務理事

一般社団法人　鳥取県バス協会 専務理事

一般社団法人　鳥取県ハイヤータクシー協会 専務理事

鳥取県道路交通渋滞対策部会　委員名簿

別 紙１



道路交通渋滞対策部会における議論
※渋滞部会構成員 : 国、地方公共団体、高速道路会社、県警察本部 等

最新交通データによる渋滞状況の検証

～プローブデータの収集・分析等～

地域の交通状況に対する
専門的見地からの検証

～データ精査・現地確認等の実施～

地域・道路利用者の声

鳥取県の主要渋滞箇所の特定

○地域の課題を共有することにより議論を促進

○渋滞対策の立案・実施

（道路管理者が実施する対策、他機関の実施施策との連携、

道路利用者の参画による対策 等）

ソフト・ハードを含めた対策の検討・実施

◆ これまでの取り組み◆ 対策検討のマネジメントサイクル

Ｈ３０．９．３ 平成３０年度 第１回 渋滞部会
・モニタリング、特定・解除フロー、観光地周辺渋滞対策

Ｈ２４ 第１回～第３回渋滞部会、パブリックコメント

継
続
的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施

Ｈ２５．１．２５ 主要渋滞箇所の公表
【一般道】４５箇所（鳥取県内） 【高速】 １２箇所（中国地方整備局管内）

Ｈ２５．６．２４ 平成２５年度 渋滞部会
・渋滞対策の基本方針（案）について議論

Ｈ２７．１．１６ 平成２６年度 渋滞部会
・モニタリング、対策状況の確認、情報共有

Ｈ２７．９．３０ 平成２７年度 渋滞部会
・モニタリング、整備効果の把握、対策状況確認

Ｈ２８．８．１０ 平成２８年度 渋滞部会
・モニタリング、特定解除方針（案）、小規模対策の取組

Ｈ２９．８．３１ 平成２９年度 渋滞部会
・モニタリング、特定解除フロー、道路利用者団体との連携

1.1 目的と検討経緯

【目 的】 ・鳥取県道路交通渋滞対策部会（以降、渋滞部会）は、鳥取県内における道路の渋滞対策を効率的に進めていくために、関係
機関が渋滞箇所の渋滞原因や課題、効果的・効率的な渋滞対策を議論することを目的としています。

【検討経緯】 ・平成24年度に、統一的データに基づき、渋滞発生箇所を抽出。道路利用者等の意見を踏まえて、平成25年1月に「地域の主要
渋滞箇所」を特定し、公表しています。
・平成25年度以降、渋滞部会において、主要渋滞箇所のモニタリング、効率的な渋滞対策について議論を行い、フォローアップ
を実施しています。

Ｈ３１．３．８ 平成３０年度 第２回 渋滞部会
・当該年度実施対策の効果検証、次年度渋滞対策の方針議論 等

R元．８．５ 令和元年度 第１回 渋滞部会
・モニタリング、渋滞対策事業の効果、観光地周辺渋滞対策 等

R２．３．１０ 令和元年度 第２回 渋滞部会
・当該年度実施対策の効果検証、次年度渋滞対策の方針議論 等

R２．８．２６ 令和２年度 第１回 渋滞部会
・モニタリング、渋滞対策事業の効果、新型コロナウイルスに伴う変化 等

R３．３．１５ 令和２年度 第２回 渋滞部会
・当該年度実施対策の効果検証、新しい生活様式を踏まえた今後の渋滞対策 等
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